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　西沢及び協圃者’ほ媛近1rρθκ一cellu！as¢の搾，製登f予い，　　　添加しないものはモのまま酵訟き夜と丁’て用い，添加L，た

顯礁と思泳襯屍輔価で縄ら嚇んで雅㈱　ゆ蹴胱膜，1燭一柵磁椰・。紡1繍逆とレ。

製品の物理肉化学性盟詐こついての研究を企てた。そのた　衡肌た。

・めにはcellu1・・eの1i騒を‘♪しでも多くする必要縄　　職プコの測懸二鞭℃｝・弊，・ellLtlase　l・　ll・］；T・1－1　‘t．｛），そ

り，従つて・・11・1…翻麟生の最適条1・陵粥tとも　のほかの・trb・hydra・・に1・：〕：P｝1尋．8の。。1N　l轍潅輔液准

勿論必要であるが・この酵累以外の性貿類似のcarbo一　　用い，何れの場合にも酵素河セと盗繋質溶瀧と｝コ：導登立耽，緩

：hyd・…の灘を出来るだけEEえることが酬1的であ　衛液1洩そ嚇撫iご1購ほ，．耀蔽、　ゆ艦　1；農脚；，

る。1・P・x　Z・・t・・tSの培・i酸液巾には，・・11・1…の1まかに　CMqづこ0．29％，1賜㍑0。50％，1㈱llU：0．41％，

β一91・・Q・idas…u・…e・・myl…などがithUiされるが　・ali・i・は0．33％である。この購散応液から一弛疲

これらのうち，amylascは精製過1｝昌において堰後まで　　応時聞後（多くの場合2千ll縮D　5、1S7n～を採1），　B¢rt一

分離し難いので・我ゐは1膿なつ演賊の数種の培整液　・・剛ミにより避腿元塘醗i感：し，その欄られる銅澱

・につき・可及的に先の目的に適つた条件を毘附べく検　な」り、つて酵索力を比鮫け：。

討を加えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔聾D培藩滅の種類

　　　　　　　　鍵験の部　　　　　A～E‘婿鰍横灘鰍二当淵．1・課羅｛や糠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　源あるい1霊他の成分も豊密の，亮没もるゴ壌こ扮τ浄したき《ξ膣

てD菌の樫方法　　　　　　　　獣闘し，て湘異つノ。麟灘・｛螺蕩漁鑓齢した
纒職瀧5°°，・Zのフ…にISOmlにとり，120°・　餓膿の囎な職欄した．購殻蹴磯蜥妹

の加確中で40胴鵬し論却後加・x　lacteusの菌　顧1奪機嚇灘び糠化勧の少」勲漁Lた（A），炭
糸を1翫付け・25｛28　”’cの恒1温器中に入れて膿した・　蒲を9…。・・嚇とし鱗灘、1徽塩のほか｝。尿素

緬培養におい℃は溶糀その調三に1搬’したが諜　効1えた（B），麟源關、蜘，。，、鷹旅鰍勧ロ

醗養｝こおいては・蜘2・3附暑惣縄し蛸して　燃顯として縢の働にP，p，。n、翻、、た（C），

鋼に拡がろうとす襯継常1こ瀟下蹴むようにし　糊腐楠、。職によ鞭わ泌乳臓1鰍以外に炭素

た・　　　　　　　　　　　源とL，繍靴して劇｛磯鰍びP、・pt。。。犠，働ゴし
〔D轡勲の測s　　　　　　　　た（D），膿1‘セの繊誌らに1騨にLノ、二ところの，即
融の培魏聞後・細顯両種膿・ラ・略綱　ち麟源としてi，｝、1概習鵬舗概1／q漁磯麟

ずつを揮温器より販り出し・両種の培養液を別kに濾過　　　に硝酸アソモニアのみを使用しλ二場含㊥）な作製した。

↓て1撒牌齢から脳する・・腋液中に91・・…を　徽養液の鰍の欄欝項燃のよ蛛ゆで泌。

　＊信珊大学繊維学部，化学研究霊　　　　　　　　　　　　〔IV〕各種培養液における酵棄力の此較
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　A～Eの培養液中のc’cllulase，　amylase，β一一91ucosi－

dase及びsucras　eの培餐El数に伴う変化を図示すれば

鋤～8図の如くである・これらのうち・B・C及びE　12
培養液については，表面及び深部の両種の場合が比較さ
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．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れている。各図巾の縦軸上のCし1　fnstは濾素及応液Snle・

1、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対する数値である。斎図におけるそれぞれの曲線から

　　　　　　　　　　　　10　　　20　　　弼濃面麟においてV＊・次のようなζとが手舗される
　　　　　　「　　Days　o／cultivation　　　　　　　（1）培養液AにおいてBこ他のものより特にβ　一一glucosidase

　　　　　F　ig・2・Szarface　culture　caith　B．　　の産生が多い。また菌糸の発育｝撮も良．好であるが，

　　　　　　　Rθ偲露働tinte；24／z7’S．　　　　　　　ccllulaseの塵生は濾紙のみを炭素源と’L・たものに比べ．
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Table　1．　Composition◎f　Each　Culture　Medium

＼　、Sort　of
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　　　　medium

CmpositiQn
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　　　　l
工）　　　l　　　E

　　（．9）　　　　　　　　0．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　°

　　　　　　　　KNO・，0・03　NHIC1，・・25　NH・C1，・．25　NHINO、，・）．6．N　H，、N・；，，（）．、6

9！階麟蹴ラ舷騰弓1認、藩8撚，騰騰｝罵蠣
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　　　　／≠　・6：6二鵬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一［コ’一β一glttcosidase
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝　　　　　　　　　｛△岬」SUCJ’asc

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ・　　／一一““〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／！u’

　　　　　nv×隔α剛㈱　　　　　‘t　　　　　　／／
　　　　　一〇－celtulase　　　　　　　　　a－Ut－：　1－
　　　　　『［コ””“e－gtUCOcidαse　　　　　　　　　　A　剛：：：＝：Ai：一一一一一　”’　一．

　　　　　一△一一　sμcrasθ　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　20　　　　　　・30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z）2YS　O∫cultivatioiL

　　　　、10　　　　　20　　　　　　　F醇・6・tYu〃f．ace　cuttlfre　Evith”Dl・

z）ays　o∫‘ultivation　　　　　　　　　沢疏翻゜・tilne：24　hrs・

　　　　　Fig・5・Sub’ner8ed　culture　caith　c。　　　　．　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　Re・碗・伽8，24．’hrs．　　　眺はcellulaseと隣箋度あるいl」・むしろこれ抽葱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，それ以後になり漸く願調な増プくな承した。この恵晦

『てむしろ悪い。amy1aseの産生【な培養日数10日までは　　　の培養液の場合と趣を異にする。次に潔部培養について

順調に増大するが，それ以後はほとんど停止する。Suc－一　　は次のようなことが指摘調Lる。ωいずれの培養液にお

．τaseは培養日数20日に及んでも培養液の．方へは殆んど　　いでも菌糸の発育は一般駒セこ悪く，昏酵素力も一般白勺に

出て来ない。（2）炭素源がglucoscのみ若しくはこれに濾　　　は弱いが，　E培養液において1霊celiula．　seの塵生ぱ張面

紙を入れたC培養液においてぽ，amylase，　celiulaseの　　　培養の場合よりむしろ旺盛である。（2）E培養液における

両者はAと殆んど同じ塵生傾向であつたが　β　－91ucosi－　　amylaseの灘生はβ　一・glucosidaSeやSUcrascと㈹様智

daseの方ぱsucraseと同様20日以上をこなつても培養液　　　しく圧えられ，従つてcellulase　J：りも湿かに微弱で：も

は出て来ない。㈲E培養液ににあつ℃は菌糸の発育は悪　　　つた。即ちEにおける潔剖；培聾は，一一見cellulaseのみ

1いが，沓酵素の産生傾向はAの場合と殆んど同様でおつ　　　が優勢酌に産生されるような精果であつた。

・た。㈲D培養液においては10～14H培養まではamylase　　　以上の結果から他の醒素は比較酌弱くcelluiase｝til比
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較的強いような培養には，現在のところE培養液中の灘　　　ら与えることは出来ない。然しながら，震轍と通気によ

部培養が最も適しているように憩われる。　　　　　　　　　り潔部に培養する方法は一般に行われているも6…と｝5）こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ欧結周灘部に菌糸を沈めることにより菌糸の澗紙諏上

　　2°　　　　　　　　　　　　における発欝雄が1．，ひし’・てほce1⊥・1・・eの産生髄

　　・・．＿卿，，e　　　　＄・　　進させるのもで眈かろうかと憶測計・る・

E

δs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cellulaseの精製を1ヨ的としで・巌素源や継第源のぞ

，　・づ・°　一　　巻驚轄欝撚蕪驚二箕饗謎㌦
　　　　　　　　　　　　　合一：　　　　　　carbohydraseの曽埼畏を栂擦しデこところ，次の組成の培

　　　　　　　10　　　　　2G　　　　　30　　　　　　　　　…i凝液巾で麗室盈しながら潔部培1籠するのが葺簗も窟効である

　　　　　　。、，，，，ρ惹瓢離、1罫甑、、，　　　・と洲・llつた．轍・．15－・，3。、，欄3。・，，硝me　“r

　　　　　　　Re：ictien　time：’o　h7層s・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソモ＝一ア　　0．6S・，，　算茎2燐醸カ　リ〔｝．3sr，　茄荒酸マク“ネシウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、　O．075sr，　ガく　150mZo

lfi

　　　・一・一川畑　　 ・　　　文献F” ﾜ欝／　　（1晒沢履・・嚇㈱削㈱禰嚢瀞騨
δ：／　　　　1、繍三為，蕪皇鴛も難，，
　　　＿蓉　　　va一一長≡壽　　　　　（1952）・
　　　　　　1‘，　　　　2c〕　　　　lu　　　　、v〕　　　　　　　（3）　D．　R．　V～アhital〈et’，　Arcb，　Biochem．　and　13io一

　　　　　　臨£幽‘」瓢灘窺1ガ　　　　　 phy、．，43，253（1953）．
　　　　　　　“’it”F－　’le．’1：tiq；I　titt置e：6iJrs，

　　　　　　　　　　議　論　　　、　　　　　s”mma”y
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　prQduction　of　ceUulaSe　from　lr♪esc　lacteus

．麟曜蝋はf［ゆ条件を一StSしても，そのikts・のri…1糸　9，。w。　i。　t1，。　c。1，。，。　m，di。。f，、。。，、1、Q，，、　h。、

醗鰍籟によ曙しく麟さtl・るので・犠液相fzv・　b、、。　i。v，、・ig、・，d　w三・h、v三。w。f、。，v五。9・h。　p。rfi．

おいてこれを貴的に比較することは菌糸の量准正確にll｛U　　cation　of　th三s　enzyrne。　It　has　been　found　that　the、

る必要がある・然t’一一つの培養液における各聯曜生　、。bm。，g。d。u1ti。ati。。　i。　a　m，di。m。f、hg・f。11。w塊

状i馳比謝るには・鯛明量効§御た方法でも大体　・。mp・・i・i。・i・m・，・，ui・、ble　f。，・hi、　P。、p。se。。1・ng

その傾舩矢降ことが牒る・螺源として瀞のみ　・h。P・。se。・・，、・、．　Filt。，　p、p。，3．OS・，　1。，。ti。。。id・O．・15

を用い窒素源としては轍アソモ＝アのような無機靴　 ～0．39，、mmoniun・｛t，a・e　O．　6．g，，＿d。，y・pli。、ph、・・

月言いて深部培養すれば，いずれもexo－－enzymeであり　　　0．3Sr，　and　rnagnesium　sulfate　O．079g　pcr　150〃nl

ながら・myl…の慶生は極端｝こ圧えられるのに反し，　。f　w。t。，．

cell”laseの庶むし獺大する現勲湘すべき粥ミ　（Ch。mica1　L。b。，。・。，y．　F。。ul・y。f・T。。，i1。・。。d

であるがこれに対す筒解釈は現在の我々の実験からは1「。∫　　　Sericulture，　Shinshu　University）


